







に始まるとされる｡ それ以前のヨーロッパ社会にあっては, とりわけ６世紀以後, 主要な
支配民族となったゲルマン人の慣習法が優位し, 古いローマの法がその重要性を顧みられ
ることはあまりなかった｡ しかし, ヨーロッパ社会が徐々に安定し, 人々の移動が活発化,
商工業も発展して生活に余裕が出てくると, 彼らの知的好奇心が新たな学問をもたらした｡






要なもののひとつが, いわゆるローマ法大全の編纂である｡ ｢ローマ法 (＝市民法) 大全｣
とは, のちにキリスト教会を中心に ｢カノン法 (＝教会法) 大全｣ が成立するのに合わせ,
これへの対抗から付けられた通称であり, 本来は４つの別々の書物群からなっている｡ そ
れらのうち, 今日の法制度との関連でとりわけ重視されるのが ｢ディゲスタ｣ と名付けら
れた部分である｡ ディゲスタ (Digesta) とは“ダイジェスト”の意味であり, ローマ帝
国の繁栄期＝古典期 (法学の隆盛時代) を中心に活躍した著名な法学者の学説 (意見・判






マ法研究であるが, 本報告では, 最新のデジタル化技術により, インターネットで自由に
閲覧可能となった貴重書などの資料についても紹介した｡ 一例として, ミュンヘンデジタ
ル化センター (MDZ http://www.digitalisierungszentrum.de/) が公開するバイエルン州






研究 (いわゆる注釈学派の手法) では, テキスト本文をページ
中央部分に置き, 本文テキストの文言に記号 (ａ・ｂ・ｃ…)
を付したうえで, それら各文言への注釈 (解釈) が本文を取り
囲む周辺を埋め尽くして施された (周囲にも本文中と同じ記号
がふられ, 該当する文言の説明がそこで読める仕組みになって
いる)｡ これを, ディゲスタに限っても, 全50巻のテキストす
べてに行うのであるから, 作業量の膨大さは想像を超える｡ そ
して, この注釈作業のひとつの到達点が, 13世紀, アックルシ
ウスという学者が著した 『標準注釈』 である (画像を参照 ＊
上記MDZ公開資料 Corpus iuris civilis. Digestum vetus mit
der Glossa ordinaria von Accursius Florentinus und





念を創出する素材としてあり続けてきた｡ さらに, 19世紀には, テオドール・モムゼンと
いう学者が出て, 編さん直後のものとされる写本 (＝フィレンツェ写本) を軸にオリジナ









的な中身には踏み込めなかったものの, 私自身が今後に取り組みたい ｢原状回復｣ の問題
にも若干触れた｡ そもそもローマにおける原状回復とはいかなる制度であるのか, とりわ
け強迫によるケースについては, その救済手段・手続きに学者の間でも意見の一致が見ら










引きつけ, 彼らの活動が多数の有用な法的発明をもたらしてきた｡ このことはまた, 明治
の開国によりヨーロッパの法を継受したわが国でも同様であり, そこから, 明治期以降の
日本におけるローマ法研究史を追う作業もあわせて行っていきたいと考えている (拙稿,
｢岡松参太郎とローマ法研究｣ 『千葉商大論叢』 48巻２号, 2011年３月, 57～84頁)｡
今回, このような報告の機会を得たことは, 私自身のこれまでの研究を整理し, 今後に
ついて考察するための非常に良いチャンスとなった｡ 最後に, こうした貴重な機会を与え
てくださった国府台学会経済研究所, またご参加の先生方に対しても改めて感謝を申し述
べたいと思う｡
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